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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】信号ケーブルが強く引っ張られた時でもリード
線に強い張力が作用せず、配線基板との接続部が断線し
ない耐久性の優れた電子内視鏡の先端部を提供するこ
と。
【解決手段】信号ケーブル５０内にリード線５１と並ん
で糸材５５を挿通配置して、信号ケーブル５０の先端か
ら延出する糸材５５の先端部分を接着剤１００の充填部
内にリード線５１と共に固着した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端に内蔵された配線基板に内視
鏡観察像を撮像するための固体撮像素子が取り付けら
れ、上記挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端
から延出する複数のリード線の先端が上記配線基板に接
続固着されて、上記配線基板と上記信号ケーブルの先端
との間の空間に接着剤が充填された電子内視鏡の先端部
において、
上記信号ケーブル内に上記リード線と並んで糸材を挿通
配置して、上記信号ケーブルの先端から延出する上記糸
材の先端部分を上記接着剤充填部内に上記リード線と共
に固着したことを特徴とする電子内視鏡の先端部。
【請求項２】上記糸材が、互いの間隔をあけて複数配置
されている請求項１記載の電子内視鏡の先端部。
【請求項３】上記糸材が木綿糸である請求項１又は２記
載の電子内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は電子内視鏡の先端
部に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡においては、一般に、挿入部
の先端に内蔵された配線基板に内視鏡観察像を撮像する
ための固体撮像素子が取り付けられ、挿入部内に挿通配
置された信号ケーブルの先端から延出する複数のリード
線の先端が、半田付け等によって配線基板に接続固着さ
れている。
【０００３】ただし、単純にそのような構成をとっただ
けでは、挿入部の屈曲動作等によって信号ケーブルが引
っ張られた時に半田接続部が断線してしまうことがある
ので、配線基板と信号ケーブルの先端との間の空間に接
着剤を充填して、リード線延出部分を配線基板と一体的
に固めてある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
配線基板と信号ケーブルの先端との間の空間に接着剤を
充填しただけの構造では、信号ケーブルが強く引っ張ら
れると各リード線に強い張力が作用して、依然として半
田接続部が断線するおそれがある。
【０００５】そこで本発明は、信号ケーブルが強く引っ
張られた時でもリード線に強い張力が作用せず、配線基
板との接続部が断線しない耐久性の優れた電子内視鏡の
先端部を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端に内
蔵された配線基板に内視鏡観察像を撮像するための固体
撮像素子が取り付けられ、挿入部内に挿通配置された信
号ケーブルの先端から延出する複数のリード線の先端が
配線基板に接続固着されて、配線基板と信号ケーブルの
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先端との間の空間に接着剤が充填された電子内視鏡の先
端部において、信号ケーブル内にリード線と並んで糸材
を挿通配置して、信号ケーブルの先端から延出する糸材
の先端部分を接着剤充填部内にリード線と共に固着した
ものである。
【０００７】なお、糸材が、互いの間隔をあけて複数配
置されていると張力が均等に分散され、糸材が木綿糸で
あると接着性がよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は電子内視鏡の挿入部の先端部分を示し
ており、遠隔操作によって屈曲自在に形成された湾曲部
１０が、可撓管状の挿入部の先端に設けられている。
【０００９】湾曲部１０は、複数（例えば５～２５個程
度）の節輪１１をリベット１２で回動自在に連結して、
弾力性のあるゴムチューブ製の外皮１３で外装して構成
されている。
【００１０】図示されていない操作部から牽引操作され
る複数本（例えば４本）の操作ワイヤ１４が、各節輪１
１から内方に突設されたワイヤガイド１５に緩く挿通配
置されており、操作ワイヤ１４の先端は、最先端のワイ
ヤガイド１５に係止されている。その結果、湾曲部１０
は牽引された操作ワイヤ１４の位置する方向に屈曲す
る。
【００１１】最先端の節輪１１に連結された先端部本体
１には対物光学系２が内蔵されており、その対物光学系
２による被写体の結像位置に固体撮像素子３の撮像面が
配置され、内視鏡観察像を撮像するようになっている。
【００１２】固体撮像素子３は、先端部本体１に形成さ
れた孔内に嵌挿固定された保持筒４内に固定されてい
る。保持筒４の内外両面には絶縁テープ５が巻かれ、固
体撮像素子３のすぐ後方には配線基板６が固定的に配置
されている。
【００１３】挿入部内には、固体撮像素子３の駆動信号
や撮像信号等を伝送するための信号ケーブル５０が全長
にわたって挿通配置されており、信号ケーブル５０の先
端部分から延出するリード線５１の先端が、保持筒４内
において配線基板６上の端子に半田付け等によって接続
されている。信号ケーブル５０の端部は、緊縛糸５９に
よって緊縛されている。
【００１４】II－II断面を示す図２に示されるように、
信号ケーブル５０は、束ねられた多数のリード線５１
を、押さえテープ５２、導電性網管（シールド）５３及
び絶縁性外皮５４で囲んで構成されており、さらにリー
ド線５１どうしの間に、複数本（例えば３本）の例えば
木綿糸からなる糸材５５が、適宜の間隔をあけて偏在し
ないようにリード線５１と並んで挿通配置されている。
【００１５】図１に戻って、各糸材５５の先端部分は、
リード線５１の先端部分と共に信号ケーブル５０の先端
から保持筒４内に延出して配線基板６の近傍に達してお
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り、配線基板６と信号ケーブル５０の先端との間には、
例えばエポキシ系等の接着剤１００が保持筒４内の空間
を埋める状態に充填されている。
【００１６】その結果、信号ケーブル５０の先端から延
出するリード線５１の先端部分と糸材５５の先端部分と
が共に接着剤１００の充填部内に固着されて、保持筒
４、配線基板６及び信号ケーブル５０の絶縁性外皮５４
等と一体的に固められている。
【００１７】したがって、信号ケーブル５０が後方から
強く引っ張られても、その張力がリード線５１だけでな
く糸材５５にも分散されてリード線５１への負担が軽減
されるので、リード線５１と配線基板６との半田接続部
に大きな力が作用しない。
【００１８】
【発明の効果】本発明によれば、信号ケーブル内にリー
ド線と並んで糸材を挿通配置して、信号ケーブルの先端
から延出する糸材の先端部分を接着剤充填部内にリード
線と共に固着したことにより、信号ケーブルが強く引っ*
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*張られた時でも張力が糸材に分散されてリード線に強い
張力が作用しないので、リード線と配線基板との接続部
が断線するおそれが著しく小さくなる優れた効果を有す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電子内視鏡の挿入部の先端部分の側面
断面図である。
【図２】本発明の電子内視鏡の、図１におけるII－II断
面図である。
【符号の説明】
３  固体撮像素子
４  保持筒
６  配線基板
５０  信号ケーブル
５１  リード線
５４  絶縁性外皮
５５  糸材
１００  接着剤

【図１】

【図２】
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